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株式会社千葉興業銀行（頭取 梅田 仁司）は、地域企業の経営課題の解決と持続的な成長を支援するコミュニティ

プラットフォーム「ちば Coラボ」の立ち上げを記念し、2025年 10月 21日（火）にキックオフイベントを開催

いたしました。 

対面とオンライン配信のハイブリッド形式で開催した本イベントには、ビジネス変革やDXに関心を持つ地域企業

のみなさま102名にご参加いただき、業種や規模を超えた出会いを通じて、自社に合ったビジネス変革のきっかけや

実践に活かせるヒントを掴んでいただける貴重な機会となりました。 

「ちばCoラボ」では、今後も定期的にイベントを実施する予定です。イベントの詳細はちばCoラボのWEBサイト

から定期的に発信するとともに、企業インタビューによる事例紹介や専門家による解説記事等、地域企業の挑戦や

学びのヒントとなる情報も発信してまいります。オンラインコミュニティでは、コミュニティマネージャーからの

定期的な情報発信に加え、参加企業同士の交流や意見交換を行い、互いの成長や連携につなげていく予定です。 

 

 
 

 

  

「ちばCoラボ」地域企業のビジネス変革から学ぶ 

―コミュニティキックオフイベント2025― を開催しました 

https://chibacollab.dxstar.jp/
https://chibacollab.dxstar.jp/


 

 

 

１．基調講演（「中小企業が生き抜くための経営革新と人財育成」ダイヤ精機株式会社 代表取締役社長 諏訪 貴子 氏） 

東京都大田区にて鉄を中心とした精密金属加工を行うダイヤ精機株式会社の２代目を務める諏訪 貴子氏

には、度重なる困難を乗り越えてこられたご自身の実体験をもとにした、人財育成や経営改革の方法について

お話いただきました。 

 

◆過去の経験を振り返って 

「経営者・リーダーの役割は、部下に目的と方向性を明確に示すことと、部下

と自分のモチベーションを上げる仕組みを考えること。20 年間これら

を実践してきた。」 

◆来場した経営者からのDX推進に関する質問への回答 

「DX や IT 化は、従業員の目に見える形で結果を出すことが大切。結果が

出せる DXを推進していくことで、デジタルに不慣れな従業員も巻き込んで

いける。」 

 

２．パネルディスカッション 

   パネルディスカッションでは、「企業変革・組織改革の取組み」をテーマに、経営変革・デジタル化・人材育成

等の取組みについて話し合いました。千葉県内で経営者として活躍する、岩渕薬品株式会社 代表取締役社長 

岩渕 琢磨 氏、恵藤計器株式会社 代表取締役社長 瀬口 力也 氏、株式会社拓匠開発 代表取締役社長 

工藤 英之 氏の３名にご登壇いただきました。３名に共通していた考えは、「つながりを作ることが大切」と

いうことです。企業同士のつながりが自社の課題を解決できるきっかけや新しい発見につながる等、企業や

地域に新たな価値を生み出すことができるのでは、と期待を滲ませました。 

来場者からから登壇者へ多くの質問が寄せられ、活発なやり取りが続きました。時折笑いが起こる等、盛り

上がり、終始和やかな雰囲気の中進行いたしました。 

◆組織改革 

・瀬口氏 

「組織の基盤を作るには従業員と対話をすることが必要。

文字やロジックで伝えるのではなく、一人の人間のこと

を考え、１対１の膝詰めで従業員と話していた。」 

・工藤氏 

「採用や商品作りにおいて重要なことは、いかに他社との

違いを作れるか、他社と違う分野に飛び込む勇気がある

かだと思っている。『うちらしさ』を全従業員に気づいて

もらうことが大切。『違い』が自社の力になる。オリジナル性

をとことん極めることが中小企業の勝ち方である。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右から 

拓匠開発 工藤氏、恵藤計器 瀬口氏、岩渕薬品 岩渕氏、

ちばCoラボ コミュニティマネージャー 宮田 

◆「ちばCoラボ」への期待 

・岩渕氏 

「中小企業の悩みは非常に多い。若者の未来を作っていくためには、業種・業界を超えた活動が必要だが、

『ちばCoラボ』をきっかけにそれができるのではないか。」 

・瀬口氏 

「後継者の方とぜひつながりたい。中小企業の後継者は、大きな責任とリスクを背負っていて、孤独で

特殊な立場にあると思う。同じような境遇の方と失敗談や経験を話すことができれば、お互い支え合って

いけると思う。」 



 

 

 

３．挨拶 

   「ちばCoラボ」のシステムを提供している株式会社NTT DXパートナー 代表取締役社長 阿部 隆 氏および、

当行 梅田頭取より挨拶をいたしました。 

 阿部氏 

「コミュニティ運営のノウハウ

をご提供し、『ちばCoラボ』に

貢献したい。みなさまが

このコミュニティを活用し、

事業の発展や地域活性の

きっかけにしていただける

よう、しっかり伴走支援

をしていく。」 

 梅田頭取 

「『ちばCoラボ』を、みなさま

が今後社内でご検討する

企画や、ご自身のスキル

向上に活用できるような、

魅力あるプラットフォーム

に成長させるべく、行員一同

全力で取り組んでいきたい。」 

 

４．ご参加いただいた方のお声 

   本イベントを通して、ご参加いただいた方より以下のようなお声をいただきました。 

・「『ちば Co ラボ』を利用して、横のつながりを作っていきたいと感じた。一人だけでは解決できないこと

を、県内企業と手を取り合って糸口が見つけられるようになったら嬉しい。」 

・「登壇者が自らの経験をユーモラスにお話しされていて、パネルディスカッションが非常に興味深く、楽しかった。

自分の企業でもできることがないか考えてみるきっかけとなった。」 

・「オンラインコミュニティを使ったことがないので使いこなせるか懸念はあるが、分からないことは常駐の

コミュニティマネージャーにすぐに聞けそうなのが嬉しい。これを期に、より地域への貢献ができたらと思う。」 

  

５．交流会・名刺交換会 

    ご来場いただいた方、パネルディスカッション登壇者の３名、「ちば Coラボ」を運営するコミュニティ

マネージャーとの交流会・名刺交換会を実施いたしました。また、会場には「ちばCoラボ」を体験できる

ブースをご用意し、デモ画面を用いてコミュニティやDX診断を体験していただきました。 
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